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■ 令和2年6月15日、岩手県内６信用金庫「SDGs共同宣言」を公表

■ 当金庫における創業の精神である「共存同栄」（地域に根ざし、地域と共に発展する）のもと、「地域経済」

「地域社会」 「地域環境」の３つの側面から、取引先と地域社会が抱える課題の解決、持続可能な社会

の実現に向け取組んでいる。

■ 当金庫単独というよりは、むしろ自治体や企業とパートナーを組み、連携することでSDGsへの取組み効果を実現

■ 令和3年度の主な取組み（新たな取組み）については以下のとおり

① 「もりおかSDGsファンド」（もりおかSDGs投資事業有限責任組合）

・ 当ファンドは、令和3年1月、当金庫、盛岡市、滝沢市、矢巾町、投資会社であるFVC Tohoku㈱により

設立され、４月には紫波町も加入（当金庫職員１名がFVC Tohoku㈱へ1年間出向中）

・ 令和4年３月末時点での投資実績は9社（㈱盛岡書房、㈱トータルサポート唯一、㈱コレクトカフェ

㈱URBAN GLOCAL JAPAN、㈱工藤、㈱クオントディティクト、㈱興縁、㈱hachi hachi、筑波フォレスト㈱）

・ なお、㈱盛岡書房の「古本回収ボックス」（象と花プロジェクト）を当金庫23店舗に設置し、お客さまをはじめ

職員から古本の寄付を募り、古本回収の売上を原資に、病気と闘う子供たちに新品の本を贈る取組みを支援

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
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② 制服寄付BOXの設置

・ 学生服リユースShop「さくらや盛岡店」より、当金庫に「制服寄付BOX」の設置依頼を受け7月中の１か

月間、３店舗に設置（その後、別店舗へも展開）

・ 同社が、「制服寄付BOX」に寄付された制服を回収し、買取り査定金額と同額を内閣府「子供の未来

応援国民運動」の一環として創設された「子供の未来応援基金」へ寄付

③ SDGs関連債券等への投資

・ 余資運用の一環として、グリーンボンド（森ビル㈱、Zホールディングス㈱、NTTファイナンス㈱）、

ESG関連（日本株ファンド）、サステナビリティボンド（横浜冷凍㈱）、ソーシャルボンド（JICA）へ投資

④ SDGs関連定期預金キャンペーン”2021夏”（令和4年1月12日贈呈式）

・ 岩手県に対して、新型コロナウイルス感染症の関連事業費100 万円を寄付（募集総額20億円）

⑤ 盛岡市内の児童養護施設３先へ書籍等の寄附（令和4年1月19日贈呈式）

・ 120周年記念事業の一環として、取引先を含めた３先に対して、１先１回あたり30万円相当の書籍等を、

３年間にわたり寄附（総額270万円相当）

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
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⑥ もりしんSDGs私募債「ちいきのミライ」の取扱開始

・ 私募債を発行する際、当金庫等が受け取る手数料等のうち、発行額の0.2％相当額以上を発行企業が

指定する地域の学校や公共施設に、SDGs達成を用途とする物品または金銭を寄附するスキーム

⑦ 東京海上日動火災保険㈱とのSDGsに係る包括連携協定締結

・ 令和４年３月、お客さまへのSDGsに係る取組み支援を強化するため、東京海上日動と包括連携協定を

締結し、４月1日より同社が提供する「SDGs診断サービス」の取扱いを開始

⑧ フコクしんらい生命保険㈱とのSDGsに係る共同寄付スキーム覚書締結

・ 令和４年３月、同社が提供する「ハローキティの定期保険」の年間販売件数に所定の寄付額単価を乗じ

た金額を、当金庫が選定する公共性・公益性の高い先に対して、マッチングギフト方式により寄附

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
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■ 過年度からの継続的な取組みについては以下のとおり

① 「紫波企業の森づくり」 森林環境保全活動

・ 平成23年11月、紫波町と「紫波企業の森づくりに関する協定」を締結

紫波町における燃料供給態勢確立へ向けての事業支援の一環として、平成24年から令和8年までの

15年間にわたり実施

第10回目となる令和3年度は、「令和の森」育樹作業とクヌギの苗木10本を植樹

② 「八幡平松尾鉱山跡地」 森林再生活動

・ 平成20年度より、荒廃裸地化した鉱山跡地を森林に戻すことを目的に「八幡平松尾鉱山跡地」を

「友情の森」と名付け、森林再生活動を実施（植樹した苗は1,000本を超え、苗木は9ｍ超の樹木へ）

③ 学童野球大会への後援・協賛

・ 平成20年度より、「二戸地区信友会連絡協議会学童軟式野球大会」へ後援・協賛

平成26年度より、「岩手県学童軟式野球選手権大会 『もりしんカップ』」へ特別協賛

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞



6

④ 盛岡信用金庫 「桜の札所・絵画コンクール」開催

・ 東日本大震災復興支援プロジェクト「東北・桜の夢街道」運動の一環として、平成25年の春より、

子供たちに自然を大切にする心・郷土を愛する心を育み、心豊かでたくましく成長することを願い、

盛岡信用金庫「桜の札所・絵画コンクール」を開催

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
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■ SDGsの取組みについて、金庫一丸となって対応すべく、以下のとおり体制を整備

① 営業店支援体制および管理体制の強化

・ 令和3年6月、営業店におけるSDGs対応に係る要請等の窓口を企画部（経営企画課）に一本化

要請を受けた企画部は、案件内容を確認のうえ、関連部署へ支援を依頼し、SDGsに係る対応事項に

ついて、関連部署で管理表へ入力のうえ、進捗状況（実績）を全職員で共有

・ 令和４年３月９日、 職員教育に向けた第１回SDGs研修会を開催（紫波グリーンエネルギー㈱山口社

長講演ほか）

・ 令和４年４月、ESG推進室を新設（職員の人財育成、取引先の脱炭素化に向けた支援、環境に配慮

した店舗・職場・業務改善、金庫イメージ・ブランド力の向上）

② ペーパーレス化

・ 令和3年10月、会議体へタブレット端末20台（Surface Pro7 12.3インチ）を導入し、ペーパーレス化

および事務負担削減に向け取組中

＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
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＜当金庫におけるＳＤＧｓの取組み＞
③ 当金庫ＨＰ上におけるSDGsの掲載ページの改訂（９頁参照）

・ SDGsの取組みは、従前より当金庫HPに掲載していたが、「地域とともに」の中に内包されていたことから、

令和3年10月より、「SDGsの取組み」の項目を単独で設け、よりアクセスしやすいように改訂

④ マスコミ等と連携した対外的発信

・ 地元新聞社やテレビ局等と連携のうえ、SDGsに係る取組みを対外的にも積極的に発信
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ESG推進室 伊藤・藤原、企画部 髙木
住所︓〒020-0871

盛岡市中ノ橋通１－４－６
電話︓０１９（６２３）２２２１

体制
・本資料は、作成日現在の情報をもとに作成しており、今後の状況等により変更となる場合もありますので、

記載の内容・数値等は将来にわたって保証されるものではありません。

・本資料のご照会等については、以下連絡先にお願いします。


